
 イヌガヤ科
か

 イヌガヤ属
ぞく

 （常 緑
じょうりょく

低木
ていぼく

） 

学名
がくめい

：Cephalotaxus harringtonia 英名
えいめい

：(Plum-yew) 

 

 

 

 

 

 

 

・葉
は

：線形
せんけい

で扁平
へんぺい

、らせん 状
じょう

につくが枝
えだ

を中 心
ちゅうしん

に羽状
うじょう

に左右
さゆう

２列
れつ

に並
なら

ぶ 

   先
さき

が 急
きゅう

に尖
とが

るが痛
いた

くない、 表
おもて

は暗
あん

緑 色
りょくしょく

、裏
うら

は２本
ほん

の白
しろ

い線
せん

（気孔
きこう

帯
たい

）、 

・幹
みき

：高
たか

さ１～２ｍの低木
ていぼく

、斜
しゃ

上
じょう

する、多
た

雪
せつ

地帯
ちたい

に適応
てきおう

している 

・果実
かじつ

：雌雄
しゆう

異株
いしゅ

、淡
あわ

い紅 紫 色
べにむらさきいろ

～紅色
べにいろ

に 熟
じゅく

す、ヤニくさいが可
か

食
しょく

（果実酒
かじつしゅ

） 

ハイイヌガヤ （エゾイヌガヤ） 

白い２本線 

おもて 

う ら 

う ら 

見分けるポイント 

とがるが 

痛くない 


